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『経験 の歌 』論(1):「 経験」 の諸相
麻 生 雅 樹
〔抄録〕
本稿はブレイクの 『経験の歌』の論考の第一部である。 この第一部では 『経験の
歌』における主題を,性の問題,神 の問題,時 間と空間の問題の三点に大別 し,「経
験」の諸相を考察 している。ブレイクの現実世界 とヴィジョンの問題につながる考察
である。
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序 論
1794年当時,ロ ン ドンのラムベス(Lambeth)で彫版師 を していたブ レイク(WilliamBlake,
1757-1827)は『無垢 と経験 の歌』(SongsofInnocenceandofExperience,1794)とい う詩集 を完
成 させ た。 しか し,詩 集 とは言 うものの,そ れは詩 と絵 を組 み合 わせ た版 画をブ レイク自 らが
彫版 し,詩 集 の形 で発表 した彩飾本であ る。その詩集は,彼 がそれ以前 に単独 の詩集 として発
表 してい た 『無垢の歌』(Songsoflnnocence,1789)に,『経験 の歌』(SongsofExperience,1794)
とい う表題 で編 まれた詩集が合本 された ものであ る。
この合本 まで の過程 において,彼 の詩想 にどの ような変遷 があったのか。そ して この合本 に
は どの ような意 図があ ったのか。そのあた りの事情は,す でに幾人 かの研究者 によって分析が
なされ ている。 た とえば,梅 津 濟美氏 は 『無垢 の歌』 における外在的 な神 の愛や守 りの強調,
す なわ ち,ブ レイクのその他 の作 品 と比べ る と異 質 ともいえるブレイクの感情 に着 目す る。そ
して,ブ レイクの最愛の弟であるロバ ー トの死 を根拠 に しなが ら,運 命の絶大 なる力 に対す る
ブ レイクの一時的 な宿命論的心境 を説 明 し,神 の愛 に救 いを求め,あ るが ままの現実 を神の思
し召 しとして受 け とめ よう とす るブ レイ クの姿 を浮 き彫 りに してい る。 さ らに,『経験の歌』
にみ られる ようなブ レイクの革命論 的な ヴィジ ョンは,『無垢 の歌』 以前 か ら存在 してお り,
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ブレイクの壮年における生命力が 『無垢の歌』 によって中断されたその彼本来の 「革命論的な
の
ヴィジ ョン」 を取 り戻 させた と述べ ている。
また,土 屋繁子 氏 は,ブ レイ クの ヴィジ ョンが現 実世界 に対 して もっている先行性 を指摘
し,ブ レイ ク が ヴ ィジ ョ ンを全 て の 原 点 に してい た と主 張 す る。 そ して,『詩 的 素 描』
(PoeticalSkeches,1783)や『無垢 の歌』 の中で歌 われている,ブ レイ クが初め に見 た 「悦 びの
ヴィジ ョン」 とブ レイク自身を取 り巻 く現 実 との落差が 『経験 の歌』 を生 み出 した と説明す
る。「無垢」 の悦 びが時間 との関わ りによって堕 落す るこ とで,悲 しみへ と 「転化」 した もの
が 「経験」 であ り,「無垢」 と 「経験」 は 「表裏一体」 をな してい る と述べ,さ らに,ブ レイ
クが 「無垢」 のあ とに 「経験」の ヴィジ ョンを付 け加 えたのは,ブ レイクのヴ ィジ ョンが,時
間 を意識す るこ とに よって,「空 間か ら時 間へ 移行」 した 「経験」 とい うヴィジョンの不安 を
その ままヴ ィジ ョン自体 の中へ取 り込 んだ ためであ り,そ の ようにブ レイクの ヴィジ ョンは
くゐ「有機的」に 厂生成発展 していく」 ものだからであるとしている。
これらの研究が明らかにしているブレイクの二つの面,つ まり,現実を生きた生活者ブレイ
クと独 自のヴィジョンの世界 を構築した芸術家ブレイクの両面は,『経験の歌』 を考察するう
えで非常に示唆的である。なぜなら,ブ レイクは 『経験の歌』の中で,お そらくブレイク自身
の経験による現実に対 しての憤 りから,徹底 した現実批判を主観的な抒情詩の形式で歌いなが
ら,その批判の根拠がラディカルであるがゆえに,明 らかに彼のヴィジ ョンを志向していると
考えられるからである。つまり,『経験の歌』 において,ブ レイクの現実批判 は彼のヴィジョ
ンと密接な関係 を持っており,ブ レイクにおけるこの現実とヴィジ ョンの相互関係に分析を加
えることは,た だ単にブレイクが理想主義を振 り回 しているのではな く,現実に対 して積極的
に意味 と価値 を見いだそうとしていることを明らかにするものなのである。
そこで,まず,我 々は 『経験の歌』 における 「経験」の諸相を明らかにし,彼の現実批判の
根拠 を分析 した後,ブ レイクにとっての現実世界の意味と価値,そ して,現実世界 とヴィジョ
ンの関係 を考察 してみることにする。
1「 経 験」 の諸相
我々がまず 『経験の歌』で目にするのが 「序詩」("Introduction")であるが,そ の題名でも
明らかなように,こ の詩は 「経験」の世界を理解するうえでの羅針盤的な性格を担っている。
つまり,この詩にはブレイクの現実批判の要点が語 られているのである。さらに,『無垢の歌』





『経 験 の歌 』 論(1):「 経 験 」 の諸 相(麻 生)
験 の 歌 』 の 諸 詩 に お い て,た だ 単 に 「経 験 」 の 状 態,す な わ ち,現 実 世 界 の 惨 状 を 「経 験 」 の
世 界 に生 き て い る 人 た ち の 視 点 か ら描 写 す る だ け に 留 ま る の で は な く,ヴ ィ ジ ョ ン を 見 る こ と
の で き る 詩 人 を ブ レ イ ク 自 ら の 分 身 と し て 登 場 さ せ る こ と に よ っ て,ブ レ イ ク の 現 実 批 判 と
ヴ ィ ジ ョ ン の 喚 起 を 詩 の 中 に 同 時 に 内 包 させ て い る の で あ る 。
そ こ で,実 際 に こ の 詩 を読 ん で み る と,ま ず,詩 人 が 強 い 調 子 の 命 令 形 の 言 葉 を 第 一 行 目 で




























現 在,過 去,未 来 を見 る こ と の で き る 詩 人 は,現 在 の 人 間 が 陥 っ て い る 悲 惨 な 状 態 を 的 確 に
見 抜 く 力 を も っ て い る 。 そ し て,彼 は 「古 代 の 森 を 歩 く聖 な る 言 葉 」(`TheHolyWord/That
walk'damongtheancienttrees')を聞 い た と 言 う。 よ く指 摘 さ れ る よ う に,そ の 言 葉 と は 「創
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世記」第3章 第8節 に書 かれてい るエデ ンの 園を歩 く神 の声 であ り,ア ダム とイヴをエ デ ンの
園か ら追放 した神 の声である。 この詩人の超 自然的な知覚は,明 らかにブ レイクのヴィジ ョン
を暗示 している。
エデ ンの園 を追放 され,堕 落 した状態 にあ るアダム とイヴは,今 こそエデ ンの園への 回帰が
願 われてい ると詩 人は大地 に告 げる。詩 人 は,「星の極」(`Thestarrypole')を支 配 し,堕 落
　の
した 魂 を 取 り戻 そ う と し て い る 。 デ ー モ ン に よ る と,星 は 理 性 を 象 徴 し て い る 。 太 陽 と は 対 照
的 に,星 は 光 る だ け で 熱 を 発 し な い 。 そ れ は,感 情 に 対 す る 冷 徹 で 非 情 な 理 性 の 煌 め き な の で
あ る 。 大 地 は 理 性 の 「星 の 床 」(`Thestarryfloor')に囚 わ れ,時 間 と 空 間 の 「水 の 岸 」(`The
wat'ryshore')にい る 。 大 地 は 厂眠 り の 塊 」(`theslumberousmass')に埋 も れ た 「経 験 」 の 人
間 の 魂 を 象 徴 して い る 。 大 地 が 理 性 や 時 間 と 空 間 とい う 認 識 の 限 界 に よ っ て 現 実 世 界 に 閉 じ込
め ら れ,絶 望 せ ざ る を得 な い こ と を 詩 人 は 知 っ て い る 。 詩 人 は こ の 現 実 世 界 が 「本 当 の 現 実 」
の 影 に 過 ぎ な い こ と を 知 っ て い る か ら で あ る 。 し か し,予 言 者 で あ る 詩 人 は,人 間 が ヴ ィ ジ ョ
ン を 取 り戻 す 「夜 明 け 」(`thebreakofdayうが 近 い こ と を,そ し て,救 い が 来 る こ と を 最 終
連 最 終 行 で 明 か に す る 。
そ し て,そ れ に続 く詩 で あ る 「大 地 の 答 え 」 で は,大 地 が 詩 人 の 呼 び か け に 答 え,「 経 験 」
の 人 間 の 陥 っ て い る 状 態 を典 型 的 に 暴 露 す る 。 こ の 詩 を 全 体 的 に 吟 味 し た い の で,少 し 長 くな



































この詩に よって,さ らに細か く 「経験」の諸相 を考察する ことがで きる。大地 は詩人 の呼 び
かけ に,「恐 ろ し く,物 寂 しい暗闇」(`thedarknessdread&drear')からそ の頭 を もたげ る
が,「灰色の絶望」(`greydespair')にうちひ しがれている。 この大地 のお ぞま しい描写 は読者
を震撼 させ る。光 を失 った大地 は希望 を失 った人間の姿であ り,暗 く,冷 たいイメージによっ
て描写 される大地 は,や が て,無 機質的な性 質 を帯びは じめ,生 気 をぬかれた,た だの土へ と
還元 されるかのよ うである。 これほ ど残 酷 に現実世界の人間を描 くブ レイクの想像力 は,こ こ
においてすでに神話 的であ り,人 類の歴 史 と現実世界 の壮大 な物語 を象徴 的に捉 えるブ レイク
の熟練 した技 をかいまみ ることがで きる。
さ らに,大 地 に とっての神 は 「わが ままな父」(`Selfishfatherofmen')であ り,そ の言葉
は,旧 約にみる父 と して の神 に対す る不信感 を表明 している。 「重い鎖」(`thisheavychain')
に縛 られた大地 は,詩 人が言 うような ヴィジ ョンを見る こともない。大地 は詩人 の救い の予言
を無視 してお り,少 しも信 じていない。 この ように,ブ レイクの捉 えた現実世界 では,さ まざ
まな抑圧が 自由を奪い,人 間 を悲惨 な世界 に閉 じ込めている ことがわかる。 その状態 に大地 を
閉 じ込 めてい るの は,「わが ままな父」 を崇 め,伝 統 的 なモ ラル を強調 し,人 間の 自由 を奪 う
教会で ある として,ブ レイクは教 会批判 を展 開するのであるが,同 時 にまた,抑 圧 されている
人 々に対 して,意 識 を高め ることに よる 自己啓発 を促 して もいるので ある。 その点 において興
味深い のは,大 地の悲惨 な描 写に もかかわ らず,大 地 の言葉 には意外 なほ どの力強 さが み られ
ることである。 この力強 さの原動力 は怒 りであ り,神 に対す る闘争 的感情 である。
第三連 にお いて,そ の怒 りを吐露 した後,そ の連 の後半 と第四連 で,怒 りを鎮め るか のよう





的である。そして,ブ レイクが大地の言葉によって示そうとした意図は,嘆 きを怒 りに変える
こと,現実世界を越えるためには闘争的姿勢が必要であるというところにあったのである。












それでは,次 に,その三項目を考察 し,ブ レイクの現実批判の戦略を検討 してみよう。 しか
し,その前に少 しこの三項目について説明をつけ加えたい。梅津氏は 『経験の歌』の主題を,
ゆ
性の問題,教 会の問題,社 会の問題に大別 して,鋭敏 な考察 をされており,本稿の考察におい
ても,この見解 と重なる部分が多い。しか し,相違点は二つある。まず,一 つは,梅津氏が教
会の問題 と社会の問題を区別 しているのに対 し,本稿ではその二つを一つのものとみなしてい
ることである。なぜなら,ブ レイクが 『経験の歌』 において社会の問題 を扱 う場合,そ の批判





ンへの喚起が常 に内包 されている。「経験」 という現実世界の描写 を通 して時間 と空間という
認識の限界を指摘 し,その超越を実現させることは,ブ レイクにとって重要であった。それゆ





大地 の答えの 中には,「自由 な愛」が束縛 されてい るこ とに対す る不満 と憤 りが述べ られて 驢
いた。 ブ レイクが主張す る 「自由な愛」 とはどの ようなものであろ うか。 ブ レイクが 愛につい
て語 る とき,当 然若い男女 の愛 を念頭 に置 いている ことが多いわ けだが,『経験 の歌』 に登場
す る男女 たちは愛の喜び を喪失 し,ま るで愛の貧血性 に陥 っている ようである。 ブ レイクは本
当の愛 の姿 を見失 った者 たちの不 自由 さを我 々 に見 せつける。そ して,そ の抑圧 され て歪 んだ
「経験」 の愛の形 を浮 き彫 りにす る。その抑圧 に挑戦 するため にブレイクが練 りあげ た論理 と
戦略 は,当 時の教 会の度 肝 を抜 く,そ して,現 在 において もラデ ィカル とい えるもの だった。
つ ま り,善 と悪 の道徳 的価値 逆転の論理 によって,完 全 なる性 の解 放,欲 望 の解 放 を 目指 し
た。それが ブレイ クの主 張する 「自由な愛」 である。
まず,「土 くれ と小石」("TheCLOD&thePEBBLE")とい う詩 をみてみ る と,そ の第一連






この連 で歌 われ てい る愛 は自己犠牲の愛である。その愛 は 自分 自身を喜 ばす ことはない。そ
れ は伝統 的なキ リス ト教 において は理想的な愛か も知れない。 しか し,実 際 におい て,そ の愛
は自己欺瞞が たぶ んに含 まれてい るようにブ レイクは感 じた。第二連で は,ブ レイクの視点が
挿入 されていると考 えられ,そ こでは,自 己犠牲 の愛 を歌 った土 くれが牛の足 に踏み潰 されて
しまう様子が述べ られてい る。土 くれは踏 まれれば簡単 に形 を変 えて しまうものであ るか ら,
その描 写 には,土 くれの 自己犠牲 が形の変 わ りやす い もの とす るブレイクの風刺 が込め られて







小石 の歌 う愛 は,自 己中心 的な愛 で,他 人の喜び を奪 うことだけ に終始す る。そ の愛 は小石
の堅いイ メージに見事 に符合 している。そ して,小 石の歌 が 「相応 しい歌」で あるのは,こ の
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正反対 の愛 の形が,実 は重要な共通点 を有 してお り,そ こに非難 の的があ ることをブ レイクが
示 したかったか らであ ろう。なぜ な ら,自 己犠牲 の愛 と自己中心的 な愛 は,そ の どち らも他 人
と愛 を共有す るこ とがで きないか らである。他 人の喜 びを奪 うだけの 自己中心 的な愛 を,ブ レ
イ クが認 める とは考 え られ ないが,教 会の説 く自己犠牲 の愛 も偽善 と して否定 し,相 互の愛の
喜 び を強調 しているのであ る。 ここにブ レイクの教会 のオーソ ドキシーに対す るラデ ィカルな
恋愛観 が端 的に認 め られ る。
次 に,厂天使」("TheAngel")とい う詩 をみてみ よう。 この詩の話者 の女性 は夢 をみ ている。
そ こでは,天 使 に守 られてい るにもかかわ らず,な ぜ か悲 しみが紛 れない。そ して,昼 夜 を問
わず,泣 き暮 らしてる。彼女は天使に対 して 自分 の喜 び を隠 して しまった。そ んな彼女 に手 を










まず,一 つ 目の連(こ の詩 の第三連 にあた る)を 解釈 してみ よう。天使 が去 った後,朝 が訪
れ,ば ら色 にその顔 を赤 らめる。 これ にはか な り性的 なニ ュアンスが含 まれてお り,ブ レイク
は,「自由な愛」 の機 会が到来 したこ とを この行 に暗示 させ ているのではないだ ろうか。 そ う
考 えると,天 使 が付 き添 っていた頃の彼女の嘆 きが理解で きる。つ ま り,天 使 は教会 を象徴 し
てお り,天 使 の愛 はモラルに縛 られた,い わば 「不 自由な愛」だ ったのである。彼女 自身それ
に気 づいていた様子 はないが,お そら く,彼 女の性本能がその抑圧 を感 じ取 っていたにちがい
ない。その本能はブ レイ クに とって生その ものであ り,人 間本来の 自然な欲望 である。心理 的
な方面か ら考察 を加える と,彼 女 の悲 しみ の原 因は,教 会のモ ラルに植えつけ られた性 的抑圧
か ら くる トラウマ的な ものだった といえるだろう。 この詩が 『経験の歌』 ではめず らし く夢 の
形 を取 ってい ることも興味深 い。心理 的な脅迫観念 としてブ レイクが教会のモ ラル を捉 えてい
る ことが考え られる。
さて,や っと 「自由な愛」 の機 会を得 た彼女であ るが,彼 女が取 った行動 といえば,性 的官
能の喜 びに対 す る拒絶 反応 だった。この反応 は十分理解で きる。 この反応はブ レイ クの 「自由
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な愛」 に対 する 自然 な反応 だろ う。 しか し,自 然 を自然 としない ところにブ レイクの真骨頂が
ある。つ ま り,彼 女 の性 に対す る異常 な嫌悪,恐 怖を歌 うこ とによって,ブ レイクが言いたい
のは,現 実世界 における愛 の不毛 につ いてだ った。次の最終連 を読めば,ブ レイ クの意図がわ
かるだろ う。結局彼女 は年 を取 り,天 使 さえ も相手 にで きな くなる。 この彼女 の愛に対す るブ
レイ クの シニシズムは,ブ レイクが 「自由な愛」 を提唱す るための戦略の一つである。
ブ レイクが用 いた もう一つの方法 は,も っ と直接 的 に怒 りを表現す る ことだった。「一人の
失 われ た女の子」("ALittleGIRLLost")の詩の 冒頭 に掲 げ られ てい るエ ピグラ フに よって,






書 かれている以外の どんな意図 もここには感 じられ ない。 このエ ピグラフを書 いた現在 にお
いて,ブ レイクの信 じた理想 の愛が断罪 されている こと,そ れ に対 してブ レイクが激 怒 してい
るこ と,未 来 の子供 たちにその断罪が いか に不当であ ったか を訴 えかけている こと。 きわめて
シ ンプルである。
罪 にもい ろいろあるが,「自由な愛」が犯罪 であ る とす れば,ブ レイ クは信 念 を貫 き通す,
根 っか らの政治犯 のイメージにか な り近い とい えるだ ろう。 このエ ピグ ラフは世界 の改革 を目
指す革命家 のイデオロギー宣言 といった感 じを彷彿 とさせ る。時代 が変われば世界 も変わる,
必ず未 来 の子供 たちには理 解 して もらえる,「自由 な愛」の実現 のためには闘争的姿勢 が必 要
だ,そ うブ レイ クは信 じていた のか も知れ ない。 ブ レイクはいつ もただ信 じる ところに した
が って 書 いた。そ れ ほ ど純粋 に ヴィジ ョンを見 て いた。 しか し,彼 の想 像力 は,計 らず も








この詩 で も,女 の子で あるオーナの愛情が抑 圧 され る。そ して,こ こでは父親がその批判の
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対 象で ある。父親 の顔 は 「聖 なる書」(`holybook')のようで ある とい う言葉か ら想像 で きる
ように,父 の表情 には,既 存 のキ リス ト教が教 えるモ ラルが象徴 されている。オーナの愛 が,
教会 のモラルに対立す る ものであるか どうかはさだか ではないが,オ ーナが父 の前 では恐怖 に
震 えて しまって,自 分 の愛 を正直 に語 るこ とがで きないのは,教 会のモ ラルに対す る うしろめ
た さと,そ のモラルに反抗す る勇気 を持 っていなかったか らだ。すで にオーナの心 は閉 ざされ
て しまっている。
「自由な愛」 の抑圧 は,し ば しば,生 その ものの否定 につ なが る。 ブレイ クは 『天 国 と地獄
くユオ
の 結 婚 』(TheMayyiageofHeavenandHell,circa1790-93)にも,「 活 力 こ そ 唯 一 の 生 命 で あ る 」
と 書 い た 。 「活 力 」 と は 理 性 と対 立 す る 人 間 の 生 命 力 で あ る が,『 経 験 の 歌 』 と の 関 係 で 言 え
ば,欲 望 や 自然 な 欲 求 と 同 一 視 し て も よ い だ ろ う。 そ し て,逆 に 言 え ば,欲 望 や 欲 求 を失 う こ
と が 死 を 意 味 す る 。 ブ レ イ ク に と っ て,欲 望 を抱 く こ とが 生 で あ り,欲 望 を抑 圧 さ れ て し ま う
こ と が 死 で あ っ た 。 そ の 意 味 に お い て,「 病 め る 薔 薇 」("TheSICKROSE")1こは 命 の 破 壊 が 描










「目 に 見 え ぬ 虫 」(`Theinvisibleworm')が何 を 象 徴 し て い る か の 議 論 は ,多 くの 研 究 者 に
よ っ て な さ れ て お り,そ の 議 論 で は 『天 国 と地 獄 の 結 婚 』 に お け る 「地 獄 の 格 言 」("Proverbs




「病 め る薔薇」 の挿絵 に描 かれ ている 「目に見 えぬ虫」 は芋 虫の ようである。そ こか らも
「地獄 の格言」 との連 関が生 まれて くるのであ るが,第 二連の 「黒い秘密 の愛」(`darksecret




や 「黒い秘密の愛」 という言葉の解釈によって,僧侶に対する性的な内容 も読み取れるわけで











えるだろう。 しか し,「経験」の世界における愛の抑圧は,ブ レイクの考える影の存在で しか
ないこの現実世界の中で,ブ レイクが見た数少ない真実であって,リ アルなものだった。そ し
て,そ れを乗 り越えるために,ヴ ィジョンの世界における真実を現実批判の展開で反証すると
いう対抗手段をブレイクは取った。ブレイクはヴィジョナリーとして見たままの真実 を語った
のであるが,そ の内容が我々に与 える衝撃 は,ヴ ィジョンへの超越を実現するための戦略とい
う副作用を生みだ した。




欲望 は大事 に育てるだけの ものではな く,解 放す るものであ るとする この格言 は,読 者 を震
撼 させ る。 しか し,こ こには価値逆転 の単 なる手法 と してのサーカズムではな く,ス ウ ィフ ト
ば りの辛辣で深刻 な現実批判が含 まれている。
2.教 会批判
「経験 」の世界 にお ける神 の観念 は,す べて伝 統的な教 会の教義 に基づ いてい る。 そのため
に,人 々は誤 った神 に祈 りを捧 げてい る とブ レイクは考 えた。 この教 会批判 は,『経験 の歌』
に多数散在 している。教会批判 は 『経験の歌』の中で最 も特徴 的な主題であ る。すで に,今 ま
での考 察 において も,再 三 のように教会批判が繰 り返 されていた。 また,ど の研 究者で も,そ
の問題 に言及 しないこ とは皆無で あ り,か な り議論 し尽 くされているとい って もいい だろう。
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そ こで,あ まり細か い考察は回避 して,重 要な点 を再考察す るにとどめ るのが よい方法 だ と思
われる。
「人間抽 象」("TheHumanAbstract")の第 一連 で は,教 会が善 とする憐 愍 と哀れみが,欺
瞞 として痛烈 に風刺 される。慈 悲 と憐愍 を説 く教会 は,聖 なる怖れ をもって人々 を支配 し,神
秘 を振 り回す こ とに よって人々 を恐怖 の虜 にす る。 「愛の 園」("TheGARDENofLOVE"),
「小 さなごろつ き」("TheLittleVagabond"),「失 われ た一人 の小 さな男 の子」("ALittleBOY
Lost")にはそれぞれ,子 供 の喜 びや欲望 が教会 の権威 によって否定 され,抑 圧 され,断 罪 さ
れる とい うテーマが繰 り返 し歌 われている。
さ らに,「聖木曜 日」("HOLYTHURSDAY")において,ブ レイクは社 会的抑圧 の主 題 を扱
い,教 会 をは じめ とする特権 階級 の偽善 を批判 した。 この詩 は,ロ ン ドンに実際見 られ た貧民
学校 の生徒 たちの様子 を描 いた ものであ る。 『無垢 の歌』 の同名 の詩 の中で祝福 された子供 た
ちとは全 く正反対 に,こ の詩 で歌 われてい る子供 たちの置かれている状況 は,金 や権力 を もつ






神 に向か って震 えるような声 で讃美歌 を歌 う子供 たちの姿 に,特 権階級の偽 善が表現 されて
お り,そ の偽善が ブ レイクの非 難の的 になってい る。 その非難が どれほ ど強い もので あるか
は,疑 問文か ら感 嘆符 に至 る,と い う 「大地 の答 え」 でみた形式のパ ター ンを踏襲 しているこ
とか らも推 し量 ることがで きるだろ う。子供 たちにはロ ン ドンに神がい るのか どうか もわか ら
ないだ ろう。 なぜ なら,神 は 目に見 えず神秘のベール に包 まれてい るか らである。
『経験 の歌』 の詩 の草稿 な どが書かれてい るブレイクの 「手帖」 に書かれている 「ノーボダ
デ ィー に」("ToNobodaddy")とい う詩 に,そ の ような神 に対す る疑念が歌 われているこ とは
よ く指摘 される ことである。 その詩 によれ ば,神 は人間の 目には見えず,常 に沈黙 している。
神 を捜 し求めて も雲 の中に隠れて姿 をみせ ない。神 の言葉や掟の中 には,い つ も 「暗さ と曖昧
さ」(`darkness&obscurity')が存在 してい るとい う。その神 は教会 だけ に存在 してい るとブ
レイ クは感 じた。教会 はその神 を利用 して愛の欲望 を抑圧 し,大 人たち を飼 い慣 らし,子 供 た
ちの元気 な,健 康 的な心 を抑圧す る。 この ような教 会 による抑 圧の構造 がブ レイクの教会批判
の基本 的な論理 である。
厂ロ ン ドン」("LONDON")でも,ブ レイクは特権 階級 をその非難 の標的 に してい る。 ロン
ドンの人 々の表情 は,精 神的支柱 を失った ように,弱 く悲 しみに満ちている。 「心が鍛 えた枷」
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(`Themind-forg'dmanacles')は,王の圧制 や教 会が,ど れ ほど人々の魂 を縛 り,食 い込 んで
いるか を表 わ してい る。 また,「黒ず みゆ く教会」(`black'ningChurch')とい う言葉 は,教 会
が人 々の魂 を救 うこ とをせず,そ れ どころか,禁 欲 や労働 の奨励 な どに よって,逆 に人 々を悲
惨 な状態 に追 い込 んでい ることを予想 させ る。
以上の ような教会批判 によって,ブ レイ クは教会が唱 える神 の不在 を宣告 した。教会の オー
ソ ドキシー批判 におけ るブ レイクの戦略 の一つは,『天 国 と地獄 の結婚』 にみ られる ように,
ヴィジ ョンに裏打 ち された価 値逆転 の論理 とサーカステ ィックな手法 であるが,『経験 の歌』
では,よ り純粋 にブ レイ クの感情 を込 めて教会 を批 判す る方法 を用 いている。 これは,『経験
の歌』 の 目的の一つが,抒 情詩 におい て,教 会のモ ラル による抑圧 がいかに人々の心 を蝕 んで
いるか を描写 する とい うこ とであ ったか らで もあ るが,ヴ ィジ ョンよ りも,現 実へ のブ レイク
の関心 の高 さを示す もので あろう。
3.時 間 と空間
『経験 の歌』 におけ る時間 と空 間の重 要性 は,厂序詩」 における詩 人 と大地 の関係 か らうか
が うこ とがで きる。厂序詩」 では,現 在,過 去,未 来 をみ るこ とので きる詩人 は,現 在 だけ を
みる こと しかで きない大地 と明 らかに区別 されてい る。詩人は時間の束縛 か ら解放 されている
ため,特 定の空間か ら分離 されるこ とにな り,詩 人の存在 空間の概念 が相対 的な もの となる。
それ に対 して,大 地 は特定 の時間 と空 間の中で しか存在 で きない。「序 詩」 を考察 した ときに
述べ た ように,そ れは 「水 の岸」 に囚われ ている大地の姿 としてブ レイ クが歌 った もので あ
るQ
ブ レイクに とって,こ のような現実世界 か らヴィジ ョンの世界へ の認識 的転換 の過程 は連続
的な ものか も知 れないが,「経験」 の人 間に とって,両 者 の間 に越 えるこ とので きない非連続
性があ る。 その現実 とヴィジ ョンの非連続性 こそが時 間 と空 間の本質 を明 らか に し,現 実世界
にお ける経験の限界 を示 している。
現 実世界 にお ける経験 が,時 間 と空 間 とい う認識 の限界 を基準 としてお り,そ の基準 は人間
の認識 の本質的 な部分 に関係 しているために,詩 人の主張す る救済の ヴィジ ョンを理解す るこ
とが大 地 にとって非常 に困難 であ るこ とは ご く自然 な ことで ある。 しか し,ブ レイクが ヴィ
ジョンを語る とき,常 識 をこそ否定 し,時 間 と空 間の超越が,直 接 人間の魂 の救 い と結びつい
てい る ところに,『経験の歌』 の詩 の重 要性 があ る。つ ま り,現 実世界,時 間 と空 間か らの解
放 を反証 の形 で提示す る 『経験の歌』の諸詩 は,我 々の想像力 を喚起 するのである。













「時 間 に倦 む」(`wearyoftime')ひま わ りは,そ れ で も 「太 陽の 歩 み」(`thestepsofthe
Sun')を数える ことを止 めるこ とはで きない。大地 に生 えてい るひまわ りが,そ の顔 だけを動
か して太陽が刻 む時 を見つめ てい る姿は,現 実世界 における人間の悲壮 な姿 を彷彿 とさせ る。
「ところ」(`Where')に導か れている節の反復 は,空 間的思考 の空 しさを象徴す るかの ようで
ある。
この ような,時 間 と空 間に対す るブレイクの意識の高 さは,お のずか らヴ ィジ ョンを志 向 し
てい くことになる。ブ レイクは現実世界で人 々が どの ような苦 しみを受 けているのか,そ して
その苦 しみ はどこか ら,ど の ように もた らされ るのか を明 らかに しようとして 『経験 の歌』 を
書 いた。この ときの感情 は現実世界 を生 きる生 活者 ブレイクの もので ある。 しか し,『無垢 と
経 験 の歌』 の副題 である 「人 間の魂 の二 つの相 反す る状態 を示す」(`ShewingtheTwoCon-
traryStatesoftheHumanSoul')から もわかる ように,ブ レイクが人間の悲 しむ姿 をさまざま
な抑 圧 によって拘 束 され た魂 の 「状 態」('State')である とみ なす とき,ブ レイ クは,ま さに
彼 が言 うところの ヴィジ ョンを通 して この現 実世界 を見 てい るのである。現実世界 を神 話 的
ヴ ィジ ョンで再構 成す ること,つ ま り,多 重 的な時 間 と空間の原 理 を用 いて,時 間 と空間の限
界 内にある現実世界 と時間 と空 間の限界か ら解放 され てい るヴィジ ョンの世界 を融合 する こと
がブ レイクの関心 を捉 えたのである。
中 間 考 察 理 性 の 問 題
ブ レイクにおい て,愛 の抑圧や教会批判 は常 に理性の問題 を含 んでい る。「経験」 の諸 相 を
理性 による欲 望の抑圧 を うけた人 間の魂 の 「状態」 と捉 えたブ レイ クは,す で に現実 とヴィ
ジ ョンとの境界線 を消失 してい る。 ここでは,理 性 に対す るブ レイクの ヴィジ ョンを考察 して
み よう。現実 とヴ ィジ ョンの問題 につなげたい。
ブ レイクの教 会 に対す る憤 りは,直 接 的,間 接 的 に表現 され,そ の批判 の言葉 は強烈 であ
る。教会批判 とい う現象が,当 時の啓 蒙主義者 たちによって盛 んに行 われ た とい う事実 を考慮
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に入れ る と,ブ レイクの教 会批判 はそれほ ど特 異な ものではない とい えるが,し か し,彼 がそ
の啓 蒙主義者 た ちを も批判 の対 象 とし,孤 独 な道 を歩んだの は,ブ レイクの宗教 的信念 の ラ
デ ィカルさゆえのことであ った。それは理神 論 に対 するブ レイクの反発か ら導 きだ された もの
で ある。理性 に よる真理へ の到達の不 可能性,理 性 に よる認識 の限界 を主張 す るものであ っ
た。理性 を狭 い認識能力であ ると考 えたブ レイ クは,理 性 を教会のモ ラル と同一視 した。理性
に対す る批判 は,ブ レイクが ロック,ベ イ コンやニュー トンに対 して批判 を加 えた とい う事 実
によって もうかが うことがで きる。
ブ レイクはすで に,『自然 宗教 はない』(ThereisnoNaturalReligion,circa1788)と『全 ての
宗教 は一 つ』(AllReligionareOne,circa1788)におい て,彼 独 自の 宗教 的信 念 を表 明 してい
た。 それ らは,理 性の限界 を指摘 し,そ れ によって人間は どんな真理 をも見いだせない ことを
説 いている。理性 を越 えた感覚的な(ブ レイ クは詩 的 と読 んでい るが)想 像力が真理 を見いだ
す 唯一 の方 法 なの であ る。 この ように して,ブ レイク は人間が もってい る 「詩的 創造 力」
(`PoeticGenius')を神格化するのである。 こう して人間の内的神 とい う概念 が形作 られた。 こ
れによって,ブ レイクは人間 を神 と同一視 してゆ くのである。
理性 の批 判はその狭い認識 を指摘す る ことで行 われる。「虎」("TheTyger")はその ような






この詩 の大半 は疑問文で構成 されている。 この ことは,話 者の心理状態 を的確 に表現 してい
る。彼 は虎 の もつ圧倒的 な力強 さを感 じて,そ れ を邪悪 な もの と捉 えてい る。彼は どうして も
虎 が羊 を作 った同 じ神 によって作 られた とは思えない。 この創造主 とい う神の概念 もブレイ ク
に とっては一面 的であ り,教 会の オー ソ ドキ シーの誤 りを象徴す る もの だったのであ ろう。理
性 に よっては この虎 を理解す ることは不 可能である。ブ レイクは既存の教会が悪 として退ける
欲望 を虎 で象徴 し,理 性 の限界 を主張 しなが ら,「経験」 の人間の狭 い認識 を非難 してい るの
である。
理性 の問題 に とりつかれてか ら,ブ レイクにおけ る現実 とヴィジ ョンの境 は完全 に消失 した
といえる。そ して,目 に見 える現象 と,ブ レイクの ヴィジ ョンでの精神的 な力学的現象が同一
視 されるのである。この類 まれ な想像力 を有 したブ レイクに とって,現 実世界の意味 とは何 で
あ ったか。ブ レイ クの現実 とヴィジ ョンの関係 を稿 をあ らため て論 じるこ とに しよう。
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